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は じ め に

枝角目はミジンコと呼ばれ，甲殻綱鰓脚亜網に属

し，コスモポリタンとして知られる種が多い．本

分類群は湖沼の動物プランクトンとして重要な位置

を占め，生活様式から浮遊性種と底生種に分けるこ

とができる．日本からは 90 種ほどが知られており，

分類学的な研究が進むと，更に多くの種類が加わる

ものと考えられている（田中，2002）．

高山帯での枝角目について，門田（1965）は従

来の報告をまとめ，ハリナガミジンコ Daphinia 

longispinaやミジンコ D. pulex，ホロミジンコ

Holopedium gibberum，オオシカクミジンコ Alona 

affi nis，シカクミジンコ A. guardrangularis，マルミ

ジンコ Chydorus sphaericusの 6種を主な出現種と

している．中部地方の高山帯における枝角目の報告

は門田（1965）により，八ヶ岳の火山湖沼群で上記

6種，Hirai and Tanida（1983）により，白山高山

帯の池沼で，マルミジンコとシカクミジンコの他に

マギレミジンコ Daphinia ambiguaがされている．

しなしながら，南アルプスについての報告は知られ

ていない．

そこで，筆者は 2013 年 8 月に南アルプス千枚岳

の駒鳥池で動物プランクトンの採集を行った．高山

帯・亜高山帯である南アルプスの枝角目動物相を明

らかにすることを目的としてここに報告する．尚，
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南アルプス千枚岳の駒鳥池で夏季に出現するミジンコ類
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図 1 調査地域（駒鳥池）の位置と環境（左：調査地域の位置，右：調査地域の環境）
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調査地と方法

採集は 2013 年 8 月 18 日に南アルプス千枚岳に位

置する駒鳥池（35°29’19. 6800”N, 138°12’27. 8160”E，

標高 2428 m）で行った（図 1）．本対象池は登山道

に隣接する池で林内に位置しており，透明度が高く，

蘚類が水面まで繁茂していた．水深は浅く，最深部

で 50 cm 程度であった．流入や流出口は見られな

かった．標本は調査地点より 5L 採水し，目合 0.33 

mmのプランクトンネットで濾し取った．採集され

た標本は 10% ホルマリンで固定し，光学顕微鏡を

用いて 10 ～ 400 倍の倍率で観察した．分類と種の

配列は田中（2002）に従った． 

結 　 　 果

本調査によって，2 科 3 種が確認された（表 1，

図 2）．以下に得られた標本の体長と同定理由を示

す。

トガリオカメミジンコ　Simocephalus serrulatus

（Koch）

体長は 1.0 ～ 1.7 mm．得られた標本全てが単為

生殖雌であった．他の Simocephalusとは図 3の通

り頭頂に微刺を生じる点で見分けることができた

（田中，2002；水野・高橋，2000）．

マルミジンコ　Chydorus sphaericus（Müller）

体長は 0.27 ～ 0.30 mm．単為生殖雌のみの確認

であった．殻が円～広卵形を示すことと殻刺を有さ

ない（田中，2002；水野・高橋，2000）特徴からマ

ルミジンコであると同定した．

Chydorus sp．

体長は 0.39 ～ 0.45 mm．単為生殖雌のみの確認

であった．本種は同属のマルミジンコに酷似するが，

今回得られた標本は静岡県自然学習資料センターの

その他の無脊椎動物（SPMN）として登録申請中で

ある．

図 2 確認種の写真，1：トガリオカミジンコ，2：マル
ミジンコ，3：Chydorus sp.

図 3 トガリオミジンコの形質（左：頭部，右：後腹部）
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殻が長円型であること，口唇板の先端が細く伸長し

ていたという特徴から，日本で確認されている既知

種とは一致しなかった．

考 　 　 察

得られた枝角目は沈水植物に依存する種で占めら

れていた。要因は駒鳥池が蘚類で水面まで繁茂して

いるためであると考えられる．

トガリオカメミジンコが属する Simocephalusは

高山帯に出現する種として知られていない（門田，

1965）が本調査で新たに高山帯での出現が確認され

た．トガリオカメミジンコは広温性であることが知

られており（田中ほか，2004），高山帯での低水温

にも適応できるものと考えられる．

マルミジンコは高山帯の主要なプランクトンと

され，八ヶ岳や白山高地での分布も知られている

（Hirai and Tanida，1983；門田，1965）．平地でも

普通に見られる種類である．南アルプスでも同様に

分布していることが確認された．

Chydorus sp．は更なる比較，検討が必要である．

今回得られた標本は全て単為生殖雌であった．種の

同定をするためにも，有性生殖雌や雄の採集が望ま

れる．

枝角目は季節により，優占種や出現種が変化する

ため，動物相の把握に通年の調査が必要である．
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表1　調査結果一覧

分　　類 種　　名

鰓脚綱 枝角目 ミジンコ科

マルミジンコ科

トガリオカメミジンコ　Simocephalus serrulatus

マルミジンコ　Chydorus sphaericus

マルミジンコ属の 1種　Chydorus sp.

合計 3 科 3種
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